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序章 評価書作成までの経緯等 

1  評価書作成までの経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢木曽地域振興構想｣（平成 2 年 3 月）

｢木曽地域道路網構想調査｣（平成 7 年 7 月）

｢木曽川右岸道路に関する打合わせ会議｣（平成 13 年 2 月）

「木曽川右岸道路について語り合う住民集会」の開催 

「木曽川右岸道路づくり委員会」の開催 

「木曽川右岸道路合同委員会」の開催 

「コンセプトの設定」(平成 14 年 11 月) 

方法書の作成

公告縦覧 

技術委員会の開催(合計 4 回)

環境保全の見地からの 

意見書の受付 

知事意見の送付 

平成 15 年 8 月 4 日 

環境影響評価の項目・調査等の手法の選定

(調査計画書の作成) 

調査の実施

準備書の作成

公告:平成 15 年 3 月 13 日 

終了:平成 15 年 4 月 14 日 

平成 15 年 5 月 20 日

6 月 26 日

7 月 12 日

9 月 9 日

平成 15 年 10 月 27 日 

～平成 16 年 11 月 30 日 

見解書の提出日 

平成 15 年 11 月 11 日 

公告縦覧 

評価書作成

公告：平成 17 年 11 月 24 日 

終了：平成 17 年 12 月 26 日 

知事意見の送付 

平成 18 年 5 月 25 日 

技術委員会の開催(合計 3 回)

平成 17 年 12 月 2 日

平成 18 年 1 月 27 日

3 月 28 日
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2  複数の計画路線に対する予測評価について 

本事業では一部区間において、計画路線が複数提案されており、環境保全の見地から各

計画路線案に対してそれぞれ予測評価を行い、総合的に判断することとした。 

具体的には、まず計画路線案が複数ある区間について、環境要素毎に環境要因に基づき

予測評価を行い、各路線案を比較した。次に、路線案周辺の環境特性を考慮する等、環境

要素間の評価結果を総合的に判断し、最も影響の少ない路線を検討した。 

 

3  計画路線、ブロック区分等の表示について 

計画路線は延長約 22km と長いため、調査、予測、評価の結果を分かりやすくすることを

目的とし、集落を基本とした 11 のブロックに区分した。 

また、本事業では全区間のうち、3 区間で計画路線が複数提案されており、各路線案につ

いて環境に与える影響の予測結果を比較できるように配慮した。既設区間である梛野区間

をのぞき、複数の路線案（A～G 案）を含む箇所を 1 カ所ずつ含むように調査地域を 3 分割

し、それぞれに名称をつけた。さらに、計画路線を細分化した部分を示す場合には、図 0.3-1

に示す名称を使用することとした。 

計画路線、ブロック区分、集落名等を図 0.3-1に示した。 

 




